
東京都NIE推進協議会主催「NIEセミナー」のご案内 

                      東京都NIE推進協議会 

                                     会長  望月 潔 

                                    （江東区立東雲小学校長） 
 

今年も暑い夏がやってきました。いかがお過ごしでしょうか。 

さて、今年の当会主催の「NIE セミナー」は下記の通り記者講演と生徒発表を行います。何かとお忙しいかと

思いますが、是非、ご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 

日  時  8月19日（月）14：00～17：00 

場  所  日本プレスセンタービル ７Ｆ 大会議室 （メトロ 霞が関駅・内幸町駅） 

会場定員  50名程度（オンラインでの参加も可能です） 

１ 記者講演  

 

 

 

 

       講演者：毎日新聞社編集編成局   社会部記者  黒川 晋史 氏 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ NIE研究発表（生徒による発表です） 

  

 
 

発表者：新渡戸文化高等学校 卒業生  トー横居場所プロジェクト メンバー       
  

  

 
 

 
 

＜参加方法＞ 無料 

会場参加は50名様程度とさせていただきます。 

Zoom参加（視聴のみ）の場合は、８月15日（木）までに、ご連絡いただいたメールアドレスにZoomのURL等を

送信させていただきます。万が一、送信が無い際には、恐縮ですが本協議会（下記アドレス）までご連絡くださ

い。 

＜申し込み＞ 

 

 

 

 

問い合わせ先  東京都NIE推進協議会   

         e-mail tokyo-nie@pressnet.or.jp 

①若い世代に戦争の体験や記憶をいかに継承したらよいか 

        ②パリオリンピックを取材して 
 

トー横居場所プロジェクトは、新聞を活用した国語表現の授業でメンバーの一人が「トー横問題」の記事

を取り上げたことからはじまりました。トー横キッズが自律→自立できる社会を目指して、新たな居場所の

提案をします。（日本NIE学会「NIE生徒研究発表大会」優秀研究賞受賞） 

また、それぞれの進路に進み、大学1年生となったメンバーが、会場の方と新聞を活用した教育について

ディスカッションします。たくさんの方とお話しできることを楽しみにしています！（指導 高橋伸明先生） 

メールもしくは右のQRコードから申し込みをしてください。

申し込み締め切り８月９日（金） 17時 

戦後長い時間が経過する中、どうしたら若い世代に戦争の体験や記憶を継承できるのか。そのためには新聞 

が伝えたいことを報じるだけでなく、まずは若い読者の「知りたい」に応えることが重要なのではないか。 

このような考えのもと、昨年毎日新聞社は全国の高校生約2300人を対象に「読みたい記事」を選んでもらう 

アンケートを実施し、上位になったテーマを記者が取材して記事にしました。アンケートの結果やこの取材の 

中で見えてきたものなどを報告していただきます。戦争の体験や記憶を風化させないためにはどうしたらよい 

のか、みなさんと一緒に考えたいと思います。なお、黒川記者はこの夏にパリで開催されているオリンピック 

も取材されます。取材中のエピソードなどについてもお話ししていただく予定です。 

 

 

 

んと一緒に考えたいと思います。 

① NIE研究発表 「トー横キッズが自律→自立できる社会を目指して」         

② 新聞から考える、未来の教育！ 

mailto:tokyo-nie@pressnet.or.jp

